
第５回目となる今回は、日本海の景色を楽しみながら
浜田漁港周辺を巡るコースを紹介します。

　しまねお魚センターを発着点として、浜田マリン大橋、
瀬戸ケ島、元浜、原井へと巡り海が一望できる景観のよ
いコースで、一部は中国自然歩道にも指定されています。
　浜田地方は古くから漁業が盛んで、暖流と寒流が交差
する資源豊富な日本海から多くの恵みを受けてきまし
た。正平９年（1354年）には海の守護神として瀬戸ケ
島に厳島神社が勧請され、その対岸には漁業と関わりの
深い大歳神社や粟島公園、「浜田」の地名の起こり（「浜」
に「田」を開いたという伝承）とされる宝福寺周辺、浜田
藩の御台場跡などがあり、海との関わりが深い浜田の

ルーツが随所で見られます。
　浜田マリン大橋は、浜田漁港の原井地区と瀬戸ヶ島地
区を結ぶ交通網として平成11年に整備され、経済活動
だけでなく浜田の代表的な景勝地であることから地域の
人々の散歩やランニングのコースとしても人気です。来
年の３月18日（土）には第２回山陰浜田港マリン大橋
リレーマラソンが開催され、全国からの参加者で賑わい
ます。
　到着点のしまねお魚センターには浜田のお魚が盛りだ
くさんで、毎週金曜日はポイント５倍デーとなりおトク
にお買物ができます。ウォーキングをした後は浜田の魚
を食べて健康づくりをしてみてはいかがでしょうか？

水産浜田のルーツを辿る！？
　　　健康ウォーキングコース

健康なカラダを維持するために必要な、適度な
運動を、より楽しくより長く継続していただけ
るように、浜田市内のオススメのウォーキング
コースをご紹介します。

walk
No.05

●問い合わせ先
　浜田市産業経済部 観光交流課 交流企画係
　☎0855-25-9531

距　離 約4.8km

所要時間 約60～ 90分

●運動前には健康チェックを行いましょう　●動きやすい服装で運動しましょう　●自分のペースで無理をせず、交通ルールを守って安全対策に努めましょう
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子どもたちが安心して
暮らせるまちへ

はまだＣＡＰ　代表   大西  佐和子
（おおにし・さわこ）

キャップ

キャップ

　私たち「はまだCAP」は、家庭や学校、地域で子どもたち
が安心して暮らせるまちを目指して島根県石央エリアで
活動しているグループです。子どもが自分自身を大切な
存在だと思う感覚を育むためワークショップや研修を行い、
子ども同士、子どもとおとな、そしておとな同士が助け合って
安心、安全な生活がおくれるように取り組んでいます。

CAPとは
　CAP（Child  Assault  Prevention）とは、「子どもへ
の暴力防止」という意味です。人は食べることや寝るこ
とと同じように、誰もが安心して、自信を持って、自由
に生きる権利を持っています。しかし、いじめ・虐待・
性暴力や犯罪など、嫌なことや怖いことにあうと、この
大切な３つの権利「安心・自信・自由」が奪われてしまい
ます。もしも、暴力（人の心と身体を傷つけること）にあ
いそうになって、大切な３つの権利が奪われそうになっ
たら、自分の身を守るために何ができるのか。教職員、
保護者、地域のおとな、そして子ども自身に伝え、共に
考えていくのが予防教育CAPプログラムです。
　このプログラムは、おとなが子どもを管理指導したり、
禁止したりするものではありません。子どもが本来持っ
ている力を引き出し、自分もできるという問題解決能力
を育みます。私たちは、CAPプログラムを一人でも多く
の子どもたちに提供することで、子ども自身が人権意識
を持ち、子どもの人権が尊重される社会になることを
願っています。自分は大切にされていると感じると、他
者のことも大切にできます。被害者も加害者もつくらな
い、安心して暮らせるまちを学校・家庭・地域の三者が
一体となって考えていく活動です。

CAPの歴史
　CAPプログラムは、1978年にアメリカで子どもを犯
罪から守るために作られ、世界十数カ国に広がっていま
す。1985年に日本に紹介され、今では全都道府県で
CAPスペシャリストが活動し、県内では３グループ「島
根CAP（松江拠点）」「ますだCAP（益田拠点）」「はまだCAP」
があります。

はまだCAPの活動
　はまだCAPは2004年10月に発足し、現在7名（男性1
名、女性6名）で、仕事を持ちながら、「できることをで
きるときに」「自分自身の安心・自信・自由を大切に」して、
楽しく取り組んでいます。
　学校や保育園からの依頼があれば、まず保護者や教職
員ワークショップを行い、その後子どもたちにプログラ
ムを提供します。ここ数年は県や浜田市から助成をして
いただき、保育園での教職員研修や地域での人権研修、
講演会を開催しています。そして、私たちも“地域の居
場所「まちの縁側」さん”をお借りして毎月1回定例会を
持ち、より良い活動ができるよう勉強しています。
　発足から12年、仕事との両立の中、ここまで続けて
こられたのも地域の皆様のご理解とご協力があってのこ
とと感謝しています。これからも地域の方々と一緒に子
どもが安心して暮らせるまち＝誰もが住みやすいまちを
目指して活動していきたいと思います。
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